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氷晶瀞よび凝結核の研究

　磯　野　謙　治
（東大理学部地球物理学教室）

　降雨機構で非常に困難とされていた自然の氷晶核およ

び凝結核物質の同定にはじめて電子顕微鏡廻折像の方法

を用い，粘土鉱物，NaC1核，混合核等を明らかにし，

この方面の研究を著しく推進せしめた．また，浅間山火

山噴塵の自然における凍結核作用を，火山活動と本邦中

央部の多数の降水量資料との相関係数の分布からあざや

かに見出し，世界の関心を集めている．一方降雨機構の

基本的過程を別々にとり出「して野外実験をくりかえし，

室内実験としてのみ知られていた氷晶生成初期の成長，

塩分を含む微小水滴の成長等を測った．更に氷晶成長の

習性を決定するいろいろな因子を因子別に追求するため

の室内実験を行い，湿度，拡散係数，表面反応速度など

の因子が持つ意味を明らかにしてきている．

　以上の研究は降雨機構の基本的過程の解明に著しい業

績をあげている．よって本学会は同君に学会賞を贈って

その顕著な業績をたたえる次第である．
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微気圧波に関する研究

　山元竜三郎
（京大理学部気象学研究室）

　大気中にしばしば発現する週期数分ないし十数分の微

気圧波に関してはヘルムホルツの界面重力波説がある

が，山元氏はプラントの単純垂直振動の示唆をとりいれ

た滑川の理論に細胞状解の部分を追加して同論を完成さ

せた．

　また約3ケ年間志田式微気圧計による3点同時観測を

潮岬測候所附近で行い，同地の高層気象観測と比較して

微気圧波の性状と大気の構造との関係を調べ，数個の観

測例について，上記の理論による振動数方程式が例外な

く適合することを示した．また，微気圧波の優越性を示

す従来の諸説を吟味し，例外なしに満足するものは見出

し得なかったと報告している．
　　　　　
　同氏はこの観測中にビキニにおける水爆による異常微

気圧波を見出しこの波は上記の気象学的原因による波と

は異り，音速近い速さでビキニの方向から進行してきた

ことを確かめ，この種の研究の糸口をひらいた．此の研

究は世界的関心をよび，水爆探査等の実際的応用への基

礎となり，気象学の発展に大きな寄与をした．よって本

学会は同君に学会賞を贈ってその顕著な業績をたたえる

次第である．
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